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内容擾擾：本稿では，音環境教育のあり方について，理境教育を手がかりとした

議論と音環境精穀の提示の仕方を手がかりとした議論の2つの議論を展鬱した．

前審の議論では，市長を蝿象とした音環境教育に求められることは，硫畏が，音

環境の保護．改善につながるよう音環境に臠する意思決定に参遽し，その決定

に基づき，音環境の保護，改善に資する行動を自ら実行できるだけの能力を身

につけることができるような教育をすること」であり，暗環境保全，改善に絶

する活動に撫民が参撫する機会を握供すること」であることを論Oた．後者の

議論では，ギ毒民に対して，騒選の引き起こす周題について最薮の知見を正確に

伝える必要があること」と野南餐が，音環境について擾供された澹鞍について

少なくとも感覚的にイメージできるよう教育する必要渉あること雌を論むた．

i　はじめに

　騒音問題を解消し，音環境を改善していくた

めには，市民のカが必要不可欠であることが広

く認識されつつある．溢t劔噴G慧ε2§倉7において，

猛P縫〉墨髭P総ss膿e－a鍛ε轟㏄雛撃e蓋鍍ceフ’と題され

たワークシ欝ップが闘催されたことli，2，31は，

その象嶺と言えよう．

　音環境の問題に対して市幾の力を得るために

は，市民の関心を音環境の問題に晦ける必要があ

ろう．そのために力を発揮するのが，毒民を対象

とした音環境教育である．

　本稿では，市民を対象とした音環境教育のあり

方をめぐって，環境教育を手がかりとした議論と

音環境精報の提示の仕方を手がかりとした議論の

2つの議i論を展開したレ、．

2　音環境教育のあり方をめぐって

　　一環境教育を手がかりに一

2．ユ　　峯まじめ妻こ

　騒音聡題を含む音環境の開題は環境問題の至つ

である．それゆえ，音環境の問題は，その独毒性，

特異牲は認めたにせよ，環境弱題の枠総で検討が

為される必然性があろう．この考えに基づけば，

音環境教育の周題は環境問題の文脈における環境

教育の枠組で検討される必然性が出てくる．そこ

で本章では，環境問題に関する童言等の醗擦的な

合意文章を手がかりに，環境問題の文賑における

毒民を対象とした環境教薄の位置づけを擬観する

ことを通し，市民を蝿象とした音環境教育のあり

方について検討したい．

2．2　環境開題に関する宣言等に見る環境教

　　　育の位置づけ

2．2．1　人間環境宣言

　露連人鷲環境会議（ストックホルム会議とも呼

ばれる）は，鐙72年に開催された，環境問題を尉

議する国連主催による初の会議である．この会議

では，f人聞環境の保全と向上に関し，離昇の人々

を励まし，導くため共通の見解と原則が必要であ

る」と考え，蟹連人聞環境会議大周環境宣言潤

を採択した．

　この重書において，「現在および将来の琶代の

ために人聞環境を擁護し海上させること」が「人

類にとって至上の目標」であると述べられ（宣言

6），「この環境上の目標を達成するためには，窮

民及び社会，企業及び錘体が，すべてのレベルで

責任を引き受け，共通な努力を公平に分担するこ

とが必要である．（宣言7）」と童言されている．

また，宣言に続いて述べられる原則の中では，「人
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は，尊厳と纏縫を保つに足る環境で，自由，平等

および十分な生活水準を享受する基本的権利を有

するとともに，現在および将来の雛代のため環境

を保護し改善する厳粛な責任を負う（原則i）」

と逮べられている．このように，人濁環境宣言で

は，市民一人一入が環境の保護と改善に対して義

務を負っていることが瞬確に述べられている．

　このような考えの下，環境教育については，次

のように述べられている．

環境周題についての若い雄代と成人に

対する教育は一恵まれない人々に十分

に翫癒して行うものとし一個入，企業

及び地域社会が環境を保護向上するよ

う，その考え方を啓発し，責任ある行動

を取るための基盤を拡げるのに必須のも

のである，（原則ig）

この記述から，人題環境宣言では，網人，企業及

び地域社会が瑠境の保護や改善に資する責任ある

行動を取るようになることを，環境教育の員標と

して設定していることが読み取れる．本稿で検討

対象とする市民を対象とした環境教育に的を絞っ

て言い換えれば，瀧民一人一人が環境の保護や改

善のための責任ある行動を取れるよう教育するこ

とこそが，環境教蕎のあるべき姿であるというこ

とである．

2．2．2　トビリシ宣言

　上述のとおり人聞環境宣言において，「人類に

とって至上の目標雄としてヂ現在および将来の婁

代のために人聞環境を擁護し向上させること」が

設定されたが，その実現に向けた環境教育のあり

方を話し合うため，ユネスコは国連環境計露と協

力して，環境教育に関する政癒懸会議を開催した．

この会議の成果として採択されたのが，トビリシ

宣言151である．

　トビリシ宣言において，環境教育はヂ現代社会

の主要な問題を理解し，生活の改善と環境の保護

に生産的な役割を果たすための，論理的懸嬉に醍

慰した技衛と能力を習得することを通して，人々

を生活に購えさせる」ものであり，ギ全ての年齢

の人々に対し，全ての水準で，学校教育の中外両

方において行われる必要がある」と述べられてい

る．また，環境教育はヂ広範睡にわたる学擦的な

基盤に基づいた全体的なアプ羅一チによって，自

然環境と人工環境は掘互藪存の麗係にあることを

認めた全般的な視野を再形成する」ような教育で

あるべきことが指鏑されている．そして，環境教

鳶は，「人々を特定の聡題の文賑の中での積極的な

聡題解決の過程に巻き込み，より良い瞬8を翻る

ための窪発性，責任感，参撫を促すものである」

べきだとされている．

　そして，宣言に続く勧告の申で，環境教鳶の到

達§標として，次の3点が掲げられている．

（＆》都市と地方における経済的，社会的，政治的，

　　生態学的な輯互依存性についての明確な意識

　　と関心を養うこと

疹）全ての人々に，環境の保全と改善に必要な知

　　識，懸纏観，態度，責務，技徳を獲得する機

　　会を提供すること

（c）緩々人，薬圃，社会全体が環境に対’する新し

　　い行動パターンを麟遺すること

また，環境教奢の環的が次の5項目に分類されて

いる．

意識くAw鍵e欝ss）社会集羅や鰯々人が，全体的

　　な環境やそれに結びついた聡題についての意

　　識や感受性を身につけることを促進すること

無識くK簸GW玉磁ge）社会集懸や個々人が環境と

　　それに関連する問題の中で様々な経験をし，

　　それらの基礎的な知識を獲得することを促進

　　すること

態慶（A批誌面es）社会集躍や鰯々人が環境に頬

　　する緬値観や思いを獲饗し，環境の改善や保

　　護に積極的に参撫する意欲を獲得することを

　　促進すること

技徳（S繊｝s）社会集掻や個々人が環境問題を特

　　定し，解決する技纂を獲得することを促進す

　　ること

参簾（夢纏嶽¢沁a愈圭。簸）社会集鑓や綱々人が環境

　　問題を解決するための活動の全ての水準に積

　　極的に関与する機会を提供すること

そして，環境教育の指導原理として，紅環境をそ

の全体性において考慮すべきであること」，ヂ全体

的でバランスの取れた視野を作り上げるために，

個々の学閥分野を生かした学際的なアプ灘一チで

あるべきこと3などが挙げられている．さらに，

市民を薄象とした環境教育に関連して，環境開題

を解決する際の市民の積極的な参撫の重要性」が

指摘されている．
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　このように，トビリシ宣言においても，市民一

人一人の環境の保護や改善に海けた行動への参撫

の重要性が強講されている．その上で，毒民の行

動への参撫を促すために必要と考えられる項目が

環境教育の還的として述べられていることがわか

る．また，環境の全体性が強く意識され，学擦的

なアプ聾心チの重要性が指摘されていることも注

鐸に魅するであろう．

2．2．3　環境と雛発に聞するリオ重書とアジェン

　　　ダ鍛

　国連人間環境会議の28年後であるi弱2年に

》オデジャネイ渥で麗娃された環境と弱発に関す

る国連会議では，魍連人懸環境会議の宣言を再

確認するとともにこれを発展させることを求め，

各国，社会の重要部門及び国民閣の新たな水準の

協力を作り鎚すことによって慰しい公平な地球的

規模のパートナーシップを構築するという目標を

もち」綱，環境と開発に関するリオ宣言を採択し

た．併せて，リオ宣言を実行に移すための行動計

爾として，アジェンダ2i轡を採択している．な

お，2§§3年に我が国で成立したヂ環境の保全の

ための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法

律（通稔：環境保全活動・環境教育推進法）」は，

この流れを受けて（より直接的には，アジェンダ

滋策定の憩年後に，その取り緩みを評晒するた

めに弱鮭されたヨハネスブルグで闘催された持続

可能な開発に臠する雛界首羅会議を受けて）策定

された国内法である．

　リオ宣言綱においては，環境問題を考える際

の基本原則として，ギ人類は，自然と調和しつつ

健康で生産的な生活を送る資格を有」し（第i原

則）．囎発の権利は，現在及び将来の盛代の開発

及び環境上の必要性を公平に充たすことができる

よう行獲1されなければならない（第3原則）」と

いうことが述べられている．また，環境教畜に直

接的に闘達した項目としては，次に示す第紛原

則が挙げられる．

環境開題は，それぞれのレベルで，麗心

のあるすべての毒民が参撫することに

より最も適切に搬われる．国内レベル

では，各個入が，有害物質や地域社会に

おける活動の精報を含め，公共機関が有

している環境関連情報を適燐に入手し，

そして，意思決定過程に参撫する機会を

有しなくてはならない．各麟は，精報を

広く行き渡らせることにより，蛋民の啓

発と参撫を促進し，かつ奨励しなくては

ならない．（第憩原則）

　アジェンダ21羅においては，第36章がヂ教育，

意識啓発及び調練の推進」という項霧に割かれて

いる．ここでの議論は，藤簾に示したトビリシ宣

言とそれに続く勧告を基本原則としていることが

明記されている．その上で，教育は紅人類と絃会

が最大隈の可能性を達成するうえでの一過程」で

あり，環境教育はヂ持続可能な開発を促進し，環

境と開発の問題に録越する毒渓の能力を高める上

で重要である」と運べられている．さらに，［〈環

境）教育は，持続可能な開発と調和した環境及

び道徳上の意識蓋，窪懸纏観や態度雲．郵技術や行動囲

を成し遂げ，かつ意思決定に際しての効果的な市

甕の参撫を得るうえで重要となる」と指摘され，

爽環境）教育が効果的なものであるためには，環

境と麗発に関する教育が物理的，生物学的，社会

経済的な環境と，人類（精神的な面も含む）の発

展の藤蚕の変遷過程を接い，これがあらゆる分野

で一体化され」る必要があると指摘されている．

　リオ宣言及びアジェンダ盟で特筆すべき点は，

毒民が意思決定に参團することの必要性が繰り返

し述べられ，環境教育はそれを実現するために必

須なものであると位置づけられている点である．

また，ここでも，環境教育が効果的であるために

は，自然科学的観点からだけではなく，社会的観

点まで網羅した学際的なものである必要性がある

ことが説かれていることも，重要なポイントであ

ろう．

2．3　環境問題の文脈における環境教育の位

　　　置づけの検討

　これらの国際的な合意文章を基に，環境問題の

文蘇における市星を繋象とした環境教喬の位置づ

けについて検討する．

　まずは，環境教蕎の基盤となる考え方について

である．環境問題についての撰際的な議論の轟発

点である人聡環境童言からリオ宣言まで一貫して，

「人は環境を享受する権利を持つと縁時に，現在

及び将来の担代のために，環境を保護し改善する

義務を負っている」という考え方をとって疑る．

そして，この義務を遂行するためのに，市民一人
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一人は環境を保護し，改善するような行動を取る

責務があるとするのが，基本的な考え方である．

特に，リオ宣言においては，市民の責務である具

体的な行動のiつとして，環境幾題に対する意思

決定に参面することまで，強く求めている．すな

わち，毒民自らが，環境翼題に蝿する意思決定に

参面し，そこでの決定に基づき，環境を保護し，

改善するような行動を責任持ってとることが求め

られている．

　このような考え方のもと，環境教育とは，環境

問題に対越する能力，すなわち，環境を保護し，

改善するような行動を取るための饒力を高める上

で必須なものであると考えられている．言い換え

れば，市民が，環境を保護し，改善するための行

動を取るという責務を果たせるよう教育すること

こそが，環境教育であるということである．

　より具体的な環境教育の内容としては，トビリ

シ宣言で挙げられた環境教蕎の欝的の5分類が求

められる．すなわち，環境と環境開題についての

意識や感受性を身につけること（意識），環境と

環境聡題についての基礎的な知識を獲縛すること

（知識），環境改善や保護に積極的に参撫する意欲

を持つようになること（態度），問題特定とその

解決のための技衛を身につけること（技術），そ

して，市民に環境問題解決のための活動に参撫す

る機会を提供すること（参撫）の5項頚である．

ここで，環境聡題解決のための活動には，環境開

題に翻する意思決定への参糠が含まれる．

　そして，環境教育は，環境開題の学際的な性格

から，学際的なアプ獲一チである必要があり，教

育の対象者に輻広く，バランスの取れた視野を作

り上げるようなものであることが求められている．

　これらより，環境問題の文磁における環境教官

の位置づけは，次のようにまとめられるであろう．

（圭）一人一人の市民は，環境を享受する権稀を持

　　つと縁時に，現在及び将来の雛代のために，

　　環境を保護し改善する義務を負っているため，

　　市民には環境を保護し改善するような行動を

　　選び取り（意思決定），実行する責務がある．

（銭）毒民がそのような責務を果たせるよう教育す

　　ることこそが，環境教育である．

（滋）より具体的には，市民一人一人が環境聡題

　　に対しての意識，感受性を身につけ，その問

　　題に関する基礎的な知識を獲得し，環境改善

　　や保護に積極的に参撫する意欲を持ち，露題

　　の特定と，そのための技術を獲得するよう教

　　蕎を行うこと．そして，毒民に環境問題解決

　　のための活動に参擁する機会（意思決定への

　　参癒も含む）を提僕することが，衛星を財象

　　とした環境教育には求められる．

（圭v〉環境問題の学際的な性格から，環境教蕎に

　　おいては，学際的なアプ駆一チにより財象者

　　に，全体的でバランスの取れた襖野を作り上

　　げることが求められる．

2．4　音環境教育のあ解方をめぐって

　この章の最後に，弟締でまとめた環境教育の位

置づけを基に，音環境教育のあり方について検討

したい．

　まず，環境問題の申における音環境問題の独自

牲，特異性という観点から検討する．一と述の環境

教育の位置づけと関連して，音環境聡題の独自性，

特異性として指摘されることがあるのは，音の影

響は化学物質の影響と違い一過性のものであると

いうことであろう12，8L確かに，ある瞬間に発

せられた音そのもののみに注目すれば，この指摘

は歪しいかもしれない．しかし，音の周題が発生

する構造までを検討の婦象としてみよう．潤えば，

道跳交通騒音を考えると，一度道路を造るという

ことは，その沿線地域には騒音の影響に曝され続

ける可能縫：がもたらされるということを意殊する．

これは，道跳と道路交通騒音を，空港と航空機騒

音，あるいは，工場と工場騒音に置き換えても同

じことである．あるいは，弼らかの大規模工事を

行うことで生懸系を破壊すれば，その環境下での

自然の音環境は楽しめなくなるということを倒と

して挙げることができよう．逆に，生態系を懇復

させることで，将来に渡って自然の音環境が楽し

めるような環境を翻生することが可能であること

を指摘することもできる、このように，音環境の

麗題も，弛の環境弱題弼様単なる一過性のもので

はなく，将来に渡った影響を考える必要があるこ

とが言えよう．

　また，羨簿でまとめた環境教育の位置づけの弛

の部分で，音環境の麗題を除外するだけの正当な

理由を挙げられる事項はないと考える．従って，

このまとめは，音環境教育の位置づけとして読む

ことも可能であると考える．

　このように見れば，音環境の問題に麗して市民

に求められていることは，音環境の保護，改善に

つながるよう，音環境に関する意思決定に参錘し，

その決定に基づき，音環境の保護，改善に資する
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行動を自ら実行することであると言えよう．そし

て，音環境教育に求められていることは，市民が

そのような行動が取れるだけの能力を身につける

こと潜できるような教育を行うことであり，意思

決定過程を含む，音環境保全，改善に関する活動

に寮長が参撫する機会を提供することである．

　ここで，これまでの音環境教育を擬観してみる．

嚢本では，騒音開題が社会開題化した欝鎗年代か

ら，騒音問題は技衛的な聡題と道徳的・倫理的な

穏題に分けて考えられ，後者の解消には啓蒙等の

市民教育が肝要であることが説かれてきた19，綱．

このような流れの中，近隣騒音防止に向けた啓発

事業のような形で，溝襲の意識を高めることを目

的とした音環境教育は数多く行われてきた1三尊

　それに対して，市民が開題解決に懸けた活動へ

参繍できるだけの能力を身につけることができる

ような教育，あるいは，活動への参癩機会の提供

については，携えば千葉察における先駆的な事携

li21などはあるが，実践溺そのものが少ないのが

現状である．

　このような現状を踏まえると，音環境教育をめ

ぐって，今，我々が考えなくてはならないことは，

音環境改善に淘げた活動への市長参撫のあり方で

あり，その実現に描けた音環境教育プ聾グラムの

騰発であろう．

3　音環境情報の提示をめぐって

3．i　　蚤まじめ罫こ

　音環境の保全，改善に請けた異体的な行動は，

音環境の正確な現状掘握から始まるであろう．綻っ

て，市民一人一人をそのような行動へ導くには，

彼ら／彼女らに遅解可能な形で，音環境の現状を

伝える必要がある．リオ宣言の第鎗原則瞬にお

いて，毒民が環境聞達情報を適切に入手する機会

を有さなくてはならない旨述べられているのは，

正に，この必要性の指摘に他ならない．

　現在，市長にとって入手容易な音環境に臠する

環境精報は，騒音灘定の結果であり，それらはA

特性音圧レベル（いわゆる騒音レベル）の形で提

供されている．この音圧レベルというものについ

て，群今，青星にとって分かりづらいという指摘

が散見されるようになり，極端な事捗彗ではヂ人々

に知られている最も不再解な専門用語のiつ」轡

とまで揮楡されている．現行の我が轡における高

等学校学習指導要領li31では，記数は高等学校の

選択科昌（数学珊で学習することとされている

ことを考えれば．確かに，蝿数を篤いて表現され

る音圧レベルの物理的に意味をするところを，万

人が正確に理解することが再籠であるとは言えな

いであろう．

　しかしながら，ある指標を科学的に正確に理解

しているということと，その指標によって示され

た精報が意味することを理解できるということ

は，必ずしも，同一のことではない．実際，万人

にその科学的な意味が必ずしも正確に理解されて

いる訳ではないにも関わらず，市長生活の申に溶

け込んでいる捲標の鯛は，枚挙にいとまがない．

逆に，毒民に浸透させることを目指し，葬専門家

にとっても理解容易であることを重擬して提案さ

れたにも麗わらず，少なくとも現段緒では．毒民

生活の中に十分に浸透したとは言えない指標も存

在する．

　そこで本章では，ある指標によって示された精

報の意味が毒民に理解されるとはどのようなこと

であるのかを検討することを通し，斎瓮に対する

音環境に関する精報を提示する際にA特性音圧

レベルを縫い続けることの是葬を検討したい．併

せて，毒民にとって音環境の精報を理解薪能なも

のとするために必要な音環境教育のあり方につい

て検討したい．

3．2　事例検討

3．2．1　降水確率

　降水確率予報は，一般に，緯水の有無の確か

らしさを確率穂で表わす予報j　l蝿のことを指す．

特に，気象庁による降水確率は，ギ予報猛内で一定

の時間内に降水量にしてi騰以上の雨または

雪の降る確率（％）の平均纏で，§，憩，2§，…，

i§§％で表現する（この闘は四捨五入する）」1瑚

と定義されている．この気象庁による鋒水確率は，

新聞やインターネットに掲載され，テレビやラジ

オの天気予報番総でも放送されるというように，

青星の聡でよく普及した天気の指標のiつである

といえよう．

　気象庁がこの降水確率の発表を開始したのは

最も早い東京地方で総総隼であり，全国的に発

表されるようになったのは捻8§年のことである

無線　このように長い年月に渡って鶏いられてき

た概念であるにも露わらず，現在でも鋒水確率の

科学的に正確な意殊が市長の聡で十分に矯られて

いるわけではない、例えば，2倉奪7年の朝8新聞
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に，降水確率の用語議明が掲載されたという事鯛

1鱗は，このことをよく示す事綱と言えよケま

た，降水確率についての誤った精報が広まってい

ることも，この概念が正確に理解されていないこ

との現われと言えよう．潤えば，秩礁地方気象台

のホームページに掲載されているQ＆Ali81では，

降水確率について曜その地域で雨の降る面積選

や郵その時開帯における雨の隣る時潤の割合麟

という誤解が多いことが述べられている．また，

さる高名な気象予報士瀞降水確率について誤解し

た特報を広めているという事例も見られるli態

このように，湊民の聡で必ずしも科学的に正確な

意殊が理解されているわけではない隣家確率が，

毒民にとって必要な気象精報として受け入れられ

ているのはなぜであろうか．

　その理由のiつとして，毒幾にとって，降水確

率が雨傘を持っていくか否かの判噺基準のiつと

なっていると考えられることが挙げられる．実際，

雨傘を携行する最低降水確率について，ギ誰にでも

わかりやすい土に，多くの人々が天気予報によっ

て雨傘を携行するか否かを決定していることから，

雨に濡れるという危険に帰する態度を灘ることが

できる」指標になるであろうと考え12鱗，醗姦数

6，｛瀬），有効残飯数i，928という大規模な学術的な

社会調査の中で調査が行われた事鍵12至1がある．

その結果として，この指標はリスク園避度の高さ

を示す指標として有用であることが示されている

120，22，231．毒浸を対象とした調査において，リ

スク躍避度の高さを示す指標として有馬であった

ということは，降水確率が雨傘を持っていくか否

かの判漸基準として，市民に広く受け入れられて

いることをよく示すものであると評癒できよう．

　以上より，降水確率は，必ずしもその正確な意

味が理解されていないにも関わらず，雨傘を携行

するか否かの講断基準として感覚的なイメージが

可能であり，それが有効に機能しているため，斎

甕にとって賃常生活に必要な気象情報として受け

入れられていると言えよう．

3．2．2　視力

　視力は，認象をどれくらい綴かく見分けられる

かという能力を示すもので，識撰できる疑纏を示

したものである．視力は，最小視認圏，最小分離

麗，最小再議闘，最小識購闘の4つに分類される

が，最小分離麗をもって撹力とすることが一般的

となっている．最小分離題としての視力（以下，

視力）は，ラン器ルト環を標準指標とし，識別で

きる最4親覚（単位：分）の逆数で表わされる「小

数後方」で表示することが，国際的に標準とされ

ている．124，251

　視力の正確な意味を，何も箆ずに，上述のよう

に説朗することができるものは，医療麗係者，擾

覚障害者を担当する福祉麗係者，銀鏡業舞罷係者

を除けば，葬常に少数であろう．しかしながら，

視力という指標は，市民生活の申で8常的に矯い

られいることもまた，事実である．

　観力という指標が毒震に広く受け入れられてい

る理由のiつとして，視力は健康診漸の必須項目

のiつであることが挙げられよう．藏本において

は，学校保健安全法施行規則1261において，就学

時及び小学校から大学までの各学年において行う

健康診懸の際に，複方検査を行うよう定めている

ため，これら学校に在学中は，必ず年i翻は健康

診懸を受ける．さらに，労働安全衛生規則12ηに

おいて，労髄者が年i残以上定鶏的に受けるよう

定められている健康診断でも，視力検査が必須項

目となっている．このように，8本人の多くは，

就学以降年i掻は，自分の視力を鯉撰する機会を

有している．その経験の中で，各人が自分のヂ見

え」と視力と二の関係から，視力の嬉の持つ意1珠を

感覚的にイメージできるようになると考えられる．

　また，この指標が8常生活に係る行政判漸の指

標として採罵されていることも，市民に広く浸透

していることの一獲と言えよう．潤えば，周知の

とおり，運転免許証の取得及び更新の際，撹力は

取鴛や更新の薄否を決定する要國のiつであり，

眼鏡等の条件を付すか否かを決定する要因でもあ

る1281．また，学校教奮法施行令1221においては，

視覚に障害を持つ児童が通常学級と特溺支援学校

のどちらに就学するかを講薮する基準の1つとし

て，視力が挙げられている．これらも，毒民が，

複方の値の持つ意味を感覚的にイメージを作り上

げることに貢献していると考えられる．

　視力の値の持つ意瞭の感覚的イメージを作り上

げるには，学校における健康診漸の際の視力検査

の結果も有効であろう、学校生活を醸鏡なしで送

るためには，小学校低学年であれば爾鰻開放撹力

が9．5以上，高学年以上であれば§．7以上必要で

あるといわれており13§1，検査の結果それに満た

ない裡力のものには，銀鏡の便用が推奨される．

したがって，たとえ自分自身の視力は鰻鏡使矯の
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必要がないようなものであっても，同級生が醸鏡

をかけ始めることをきっかけに，視力の値の持つ

意殊を感覚的にイメージできるようになることも

あると考える．

　このように撹力は，子どもの頃から一貫して，

8常生活における暁え」の評懸と密接につながっ

た麗係を裸ち続ける．そのことにより，多くの人

は，握力の穂の持つ意味を少なくとも感覚的にイ

メージできるようになるのだと考えられる．擬力

もまた，その正確な意秣が十分に理解されている

わけではないにも関わらず，毒民の間で，人の目

の薪見え」を評慰する指標として，広く普及して

いると言えよう．

3．2．3　UVインデックス

　旧来，紫外線は痩下のビタミンDの誘駆物質

をビタミン董》に変え，くる病の予防効果がある

ことや，その殺菌作矯などから，健康に有効なも

のとして認識されてきたが，近隼では，過度の紫

外線曝露は，皮膚がんや白内障のリスクを高める

ものとして，その有害牲も強く指摘されてきてい

る13il．そこで，紫外線薄策の必要性を市民に広

く意識してもらうためのツールとして，撲界保健

機関くWHO）は雛界気象機関（W瓢0），国連環境

計画，国際非電離放窮線防護委員会と協力して，

黙eG漉撮So搬UV撫昼ex（通称：灘Vインデッ

クス1を開発した13器

　慧Vインデックス瑠馴は，次式で定義される
1321、

勢y一塩ん欝琢晶（脚

ここで，琢は波長劉紫外線強度（W／（鶏2鳴郷〉〉，

3威λ）は参照紅斑曲線（紫外線の波長搦に皮霜に

対する作湧を評麺した関数），κ就は定数である．

実際の表示の際は，計算結果は羅捨五入して表

わされ，WHOに従えば，紫外線の健康リスクは

じ攣インデックスがま～2であれば‘‘i翻3，3～5で

あれば騒M磁e鐙も♂，6～7であれば畷ig鑓，8～

鐙であればW鍵y藪幽鱒，登以上は里撫e溢♂

と評緬することになっている．そして，UVイン

デックスの値に対応した行動の指針は次のとおり

である．1碑がi～2であれば安心して戸外で過

ごせる．毎y3～7であれば田中はできるだけ8陰

で過ごすことが推奨され，できるだけ長徳シャツ，

総凝本音響学会騒音振聾藩究会資料 7

濤焼け窪め，轄子を利罵することが推奨される．

亙碑が8以上であれば，欝中の外鐵は控えること

が推奨され，長被シャツ，8焼け止め，輯子を利

駕することが必要である．

　このように，ηVインデックスは，毒民にとっ

てのギわかりやすさ」を考慮して作成された紫外

線の健療リスクの指標であり，弩本では環境省が

罫紫外線環境マニュアル塞133，341を作成するなど

し，これを用いた紫外線対策を推奨している．そ

して，気象庁ではW猛0や環境省がUVインデッ

クスによる紫外線対策の推奨していることを受け，

2馨§5年5月から，ホームページ内でUVインデッ

クスの発表を行っている1351．

　しかしながら，現在の暮本では，UVインデッ

クスが新弱やテレビにおいて，年聡を通じて揖

常的に報道される状溌にはなっていない．この事

例は，毒民にわかりやすい指標を作成したからと

いって，必ずしも，市民の欝欝生活の中にその指

標が取り入れられるわけではないことを示す事例

であると詳細できよう．

3．3　市民に普及した指標についての検討

　降水確率と視力という，必ずしもその正確な意

殊が理解されているわけではないにも闘わらず，

講艮の潤で広く普及した指標の間には，次の2つ

の共通点がある．

（董）その指標で評麺される問題の重要性が市民の

　　閥で広く認知されている．

（難）その捲標で表わされた数纏から，それがどの

　　程度の題題であるのか，感覚的にイメージす

　　ることができる．

　それに薄し汀Vインデックスについては，少な

くとも現状の8本において，紫外線の健康リスク

の高さについて十分に認識されているとは言えな

い．それだけに，先述のとおり冊0のガイド

1321で碧Vインデックスの懇の評緬とそれに婦癒

した行動指錯が示されているとはいえ，それらだ

けからでは，慧Vインデックスの纏から問題の程

度を感覚的にイメージすることは難しいであろう．

　これら3指標の比較より，ある指標によって示

された精報の意殊が毒疑に広く理解されるために

は，その指標で評懸される問題の重要性が毒民の

聞で広く認知されていることと，その捲標で表わ

された数麺から，それがどの程度の聡題であるの

か，少なくとも感覚的にイメージすることができ
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ることの2点が満たされている必要があると考え

る．そしてこの時，指標自体の意殊のわかりやす

さは，大きな問題ではないと考える．

3．4　音環境教育のあり方をめぐって

　鋳簾で述べたとおり，指標自体の意殊を托確に

理解できることは，その振標によって示された情

報の愚妹が理解されるために必須の条件ではない

と考えられる．これに従えば，音環境の精報を提

示する際に，市民にとってその意味の理解が羅難

と言われる音圧レベルを指標とすること自体は周

題ではない．難題となるのは，音圧レベルで示さ

れる麗麗が寮長にとって重要な隠題であると認識

されるかということと，音圧レベルで表わされた

数値から，それがどの程痩の周題であるのか感覚

的にイメージすることができるかということの2

点である．

　まずは，音圧レベルで示される問題が毒民に

とって重要な問題であると認識されるかについて

検討したい．

　騒音問題については，古くは鞭都会人は）雑然

たる噪音に極み乍らも，近代科學の嚢達に伴ふ文

化の嘗然の現象であり，避くべからざる漸産であ

る」13§1と捉えられたり，ヂ神経過敏の人々の唱へ

ること」1371と評されるなどしていた．また，近

年においてもギ単なる感覚公害」138，3giと見な

されてきたという指摘がある．これらの史実は，

騒音開題が必ずしも市民の聞で重要な麗題である

と捉えられてきたわけではないことを示唆するも

のである．

　このような状況を考えると，現在，音環境教育

に求められることのiつとして，市民に薄して，

騒音の引き起こす問題について，最親の知見を正

確に伝えることが挙げられるであろう．これは，

永幡14燐が以前から主張しているように，騒音の

専門家に求められている役割のiつである．

　次に，音圧レベルで表わされた数纏から，それ

がどの程度の問題であるのか感覚的にイメージす

ることができるかという点について検討する．

　一般的な市民にとって，騒音計は身近なもので

はないため，音の大きさと騒音レベルの麗の薦係

を実灘により掘握しているという毒民は，極めて

少数派であるのが現状であろう．この状溌を菩被

するためのi案として，繁華街等の人§に付く場

霧に騒音計を設置し，環境騒音レベルを表示する

ことが考えられる．また，騒音計による計瀾を含

めた音環境教育プ羅グラム緯1の実施も一定の効

果があろう．

　また，布銭にとって容易にアクセスできる音の

大きさと騒音レベルの麺との苅慈擁係の精報源

は，自治体作成の音についての啓発パンフレット

や一般請けの書籍等に掲載されている，様々な音

のレベルの一覧（暗の目安」1421と呼ばれるこ

ともある）である．永幡と鹿俣1431は心理実験に

よって，一般毒戻であっても，各人にとって身近

な音については，その音がどの程度の大きさであ

るのかについてかなり正確にイメージできること

を示した．そしてその結果より，地域の事精に合

わせた適切な様々な音のレベルの一覧を作成すれ

ば，毒民が音の大きさと騒音レベルの関係をある

程度正確に掘握できるようになる薄饒牲があるこ

とを指摘している．この指摘に住えば，地域の実

精に合わせた音環境に臠する啓発ツールを作成す

ることが，今，音環境教育に求められている課題

のiつであると蓄えよう．現在，全麟環境醗協議

会において，「地域住民にわかりやすく騒音の精報

を提供することを§的」とし，騒音の目安データ

ベースを作成している1421が，これは正に時宜に

かなった動きであると評無できよう．

4　むすび

　音環境を保全し，改善していくためには，市浸

の積極的な参撫が必要不可欠である．そして．市

浸の積極的な参撫には，音環境教育が必要不可欠

なものである．

　本稿を弱めるにあたり，効果的な音環境教育を

提僕していくためには，音環境教育のあり方をめ

ぐる議論が今後も継続的に重ねられる必要がある

ことを指摘し，むすびとしたい．
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